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市の重点課題 学校の重点項目 自己評価 達成状況 学校関係者評価委員会から 改善の方向

未来を担う子供たちを共に育てる環
境をさらに強化する為、地域活動の
幅を広げ、コロナ禍にできる体験・活
動型となる教育活動を工夫する。

創立100周年を記念し、様々な行事等を実
行委員会中心に企画・実行していただい
た。教材園、芝生の手入れ等についても、
継続して、助けていただいた。

いじめ防止に重点を置き、「地域と学
校による双方向の見守り」を強化でき
るよう、交流方法の具体化を図る。

学校の現状を学校運営協議会等で伝え、
学校の取組や今後の方向等、助言していた
だいた。

昨年度に引続き、確かな学力定着・
活用できる子を目指し、対話的な活
動に意欲的に取り組めるよう、学習
活動を工夫して進める。

朝読書により、一日のスタートを落ち着いて
切れる児童が増えた。自分の意見を話すこ
とに苦手意識をもつ児童もいることが児童
アンケート結果から分かった。

家庭学習におけるタブレット端末の有
効活用を模索し、個別最適の学びを
実現できるよう取組を進める。

スタディサプリ導入により、家庭学習でのタ
ブレット端末活用がスムーズに行えるように
なった。職員研修を重ね、有効活用できるよ
うに取組を進めている。

互いの成長過程を理解できるよう、可
能な範囲・できる方法で、幼小職員が
それぞれの子供たちの実態を交流す
る機会を設ける。

今年度も、コロナ禍、直接的な触合い活動
は難しかったが、参観する形で交流を進め
ることができた。

挨拶や英語、人権教育、いじめ防止
といった視点に立ち、「白梅華児童生
徒を育てる会」を通して連携を深めな
がら、継続指導する。

「挨拶運動」では、スマイル児童会委員が校
区４つの小中学校をオンラインでつないだ
会議に参加。互いの実践を交流し、自校の
取組に生かそうとすることができた。

HPアドレス： https://gifu-city.schoolcms.net/bairin-e/

確実な定期的な点検はもちろん、必要に応
じた大規模改修も依頼し、安全な環境を守
る。

これまで以上に地域と協働し、「自分の命は
自分で守る」力を育めるように、来年度も従
来の交通安全、避難訓練等に加え、「親子
で通学路の安全確認や避難時の経路確認
を行う」といった内容を取り入れる。

Ａ

Ａ

今年は、体育館に空調設備が設置され、快
適な空間になることで、災害時の避難も安
心できる。適時、整備され、安心安全な環境
へとつながっていると感じる。

災害、事故、感染症、
生徒指導事案等に対
する安全性の確保

教育環境と学校財務
環境の整備

Ｂ

梅林は、地域との関わりが非常に強固であ
り、今年は特に創立100周年ということもあ
り、たくさんの行事も協働して行うことができ
た。子供たちの思い出となる良い活動がで
きたと思う。

確実な定期的な点検を行い、「気づ
き」や「地域からの声」をキャッチし、
速やかな改善を図る。

「自分の命は自分で守る」力を育める
ように、これまで以上に地域と協働
し、従来の交通安全、避難訓練等に
加え、「親子で通学路の安全確認や
避難時の経路確認を行う」といった内
容を取り入れる。

確実な定期点検実施を合言葉に点検を実
施し、安心安全な学校生活と なるよう努め
た。体育館空調設置工事により、体育館が
使用できない期間が発生したが、3月以降
は快適に利用することができる。

PTA会長からも「安全な登下校」を保護者に
呼びかけていただき、「親子で通学路の安
全確認や避難時の経路確認を行う」活動を
実施した。今後も、「自分の命は自分で守り
きる」意識が持てるように、継続して多様な
内容で命を守る学びを仕組んでいく。

タブレット端末の活用が進んでいるが、より
主体的に学習する姿勢を作っていくことが
課題となると思う。自分で考えて、仲間と互
いに学びあっていく力を付けていけると良
い。

「自分の命は自分で守る」意識の取組はと
ても大事なことである。親子で通学路の確
認も含め、日頃からの繰り返しの指導を今
後も大切にしていってほしい。

タブレット端末の有効な活用となるように、
授業や家庭学習の在り方を模索しながら、
引続き、確かな学力定着・活用できる子を
目指し、学習活動を工夫して進める。

コロナ禍に新しく作り出した交流の方法も取
り入れながら、互いの成長過程を理解でき
るよう、可能な範囲・できる方法で、それぞ
れの子供たちの実態を交流する機会を設け
る。

学習指導要領の趣旨
を十分に踏まえた社会
に開かれた教育課程
の編成と実施

学校・家庭・地域との
協働による指導体制
の確立

学校名      岐阜市立梅林小学校

これまでに築いてきた地域との太いパイプ
を大切にしながら、地域活動の幅を広げ、
地域と学校が協働し、未来を担う子供たち
を共に育てる環境をさらに強化する。

コロナ禍、できる工夫を取り入れながら、他
校との交流ができており、良かったと思う。
反面、オンラインでは伝わりにくいこともある
だろうから、両者を必要に応じて併用してい
けると良い。

Ｂ

幼保小連携や小中一
貫の考えのもと、地域
人材を活用した学校づ
くりの推進

Ａ

https://gifu-city.schoolcms.net/bairin-e/#

